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こ
ん
に
ち
は
。
お
蔭
さ
ま
で
議

院
議
員
と
な
り
、
一
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。 

私
は
通
常
国
会
に
引
き
続
き
、

今
般
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
も
、

衆
議
院
財
務
金
融
委
員
な
ら
び

に
内
閣
委
員
を
務
め
、
国
家
戦
略

特
区
、
公
務
員
制
度
、
特
別
会
計

等
の
審
議
を
担
当
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。 

 
 

                

          

昨
年
末
か
ら
、
安
倍
内
閣
は

「大
胆
な
金
融
政
策
」「機
動
的
な

財
政
政
策
」
「
民
間
投
資
を
喚
起

す
る
成
長
戦
略
」の
「三
本
の
矢
」

を
一
体
的
に
推
し
進
め
、
実
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

東
京
開
催
も
決
ま
り
、
日
本
人
の

多
く
が
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
分
か

ち
あ
え
、
よ
う
や
く
視
界
が
開
け

て 

                

          

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に

日
本
経
済
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的

な
成
長
軌
道
へ乗
り
、
私
た
ち
は

そ
の
巡
航
速
度
を
持
続
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

一
方
で
一
〇
月
、
総
理
は
来
年

四
月
か
ら
の
消
費
税
率
を
予
定

通
り
３
％
引
上
げ
る
閣
議
決
定

を
致
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
二
〇

二
〇
年
度
ま
で
に
基
礎
的
財
政

収
支 

                

収
支
の
黒
字
化
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
当
然
、
東
京
五
輪
開
催
後

も
、
日
本
の
経
済
・社
会
・財
政
は

後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

五
輪
が
華
々
し
く
終
わ
れ
ば
い
い

と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

国
際
社
会
か
ら
も
注
目
さ
れ

る
、
「経
済
成
長
」と
「財
政
健
全

化
」
の
両
方
を
や
り
き
る
。
課
題

先
進
国
と
い
わ
れ
る
私
た
ち
日
本

の
挑
戦
で
す
。
社
会
保
障
や
防
衛
、

公
共
投
資
と
い
っ
た
公
的
部
門
を

研
ぎ
澄
ま
し
、
精
度
と
実
効
性
を

高
め
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、
信
頼

で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
整
え
、

民
間
部
門
の
自
律
的
な
好
循
環

を
実
現
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。 

同
時
に
、
い
ま
は
、
地
球
の
自

然
現
象
と
人
間
活
動
の
相
互
性

に
答
え
を
見
つ
け
る
と
き
で
す
。 

                 

ス
ー
パ
ー
台
風
の
よ
う
な
特
別
警

報
が
発
せ
ら
れ
る
自
然
災
害
が

頻
発
す
る
昨
今
の
状
況
か
ら
し
て
、

従
来
の
災
害
対
策
の
見
直
し
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
原
発
の
汚
染
水

対
策
や
土
を
は
ぎ
取
る
除
染
と

い
っ
た
再
自
然
化
、
Ｐ
Ｍ
２
．
５
（微

小
粒
子
状
物
質
）の
対
応
に
も
真

摯
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

日
本
の
進
路
は
、
や
さ
し
く
は

な
い
で
し
ょ
う
。
ナ
ロ
ー
パ
ス
で
す
。

こ
の
狭
く
難
し
い
道
を
一
歩
一
歩
、

確
か
な
足
取
り
で
前
進
し
て
い
く

よ
う
、
私
は
全
力
で
臨
ま
せ
て
頂

く
所
存
で
す
。 

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
私
ど
も
の

活
動
に
対
し
て
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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快
適
な
暮
ら
し
へ
、 

未
来
を
臨
む
倫
理
観
。 

 こ
ん
に
ち
は
、
中
山
の
り
ひ
ろ

で
す
。
お
蔭
様
で
、
衆
議
院
に
お

い
て
財
務
金
融
委
員
と
し
て
金

融
・
税
制
を
、
内
閣
委
員
と
し
て

内
閣
の
重
要
政
策
で
あ
る
働
き
方

改
革
や
少
子
化
対
策
、
天
皇
制

度
、
領
土
問
題
、
社
会
保
障
・
税

一
体
改
革
を
中
心
に
担
当
し
て

お
り
ま
す
。 

今
年
８
月
、
陛
下
は
生
前
の
譲

位
、
退
位
を
示
唆
す
る
お
気
持
ち

を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
憲
法
１
条

に
は
「
天
皇
の
地
位
は
主
権
の
存

す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
づ

く
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
皆
様

の
ご
理
解
の
も
と
法
整
備
を
お
こ

な
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
い

ま
、
私
た
ち
の
時
代
で
生
前
退
位

を
悠
久
に
制
度
化
し
て
よ
い
の

か
、
そ
れ
と
も
、
今
上
陛
下
に
限

っ
た
特
例
法
を
つ
く
り
、
次
の
天

皇
は
次
代
の
ひ
と
た
ち
の
思
議
の

中
で
皇
位
継
承
さ
れ
る
道
が
よ
い

の
か
を
真
摯
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

す
る
日
本
国
民
の
総
意
に
基
づ

く
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
皆
様

の
ご
理
解
の
も
と
法
整
備
を
お
こ

な
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
い

ま
、
私
た
ち
の
時
代
で
生
前
退
位

を
悠
久
に
制
度
化
し
て
よ
い
の

か
、
そ
れ
と
も
、
今
上
陛
下
に
限

っ
た
特
例
法
を
つ
く
り
、
次
の
天

皇
は
次
代
の
ひ
と
た
ち
の
思
議
の

中
で
皇
位
継
承
さ
れ
る
道
が
よ
い

の
か
を
真
摯
に
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
は
今
国
会
も
引
き
続

き
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
特

別
委
員
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

進
化
す
る
科
学
技
術
が
実
装
さ

れ
る
社
会
を
考
え
る
上
で
、
倫
理

的
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
極
限
に
な
る

時
点
の
こ
と
を
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ

(

技
術
的
特
異
点)

と
表
現
さ
れ
ま

す
。
米
国
の
未
来
学
者
レ
イ
・
カ

ー
ツ
ワ
イ
ル
氏
に
よ
る
と
、
２
０
４

５
年
に
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
へ到
達

し
、
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

が
人
間
の
知

能
・知
性
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま 

き
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
特

別
委
員
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。

進
化
す
る
科
学
技
術
が
実
装
さ

れ
る
社
会
を
考
え
る
上
で
、
倫
理

的
問
題
を
議
論
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
極
限
に
な

る
時
点
の
こ
と
を
、
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
（技
術
的
特
異
点)

と
表
現
し

て
い
ま
す
。
米
国
の
未
来
学
者  

レ
イ
・
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
氏
に
よ
る

と
、
二
〇
四
五
年
に
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ

テ
ィ
へ到
達
し
、
人
工
知
能(

Ａ
Ｉ)

が
人
間
の
知
能
・知
性
を
超
え
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ａ
Ｉ
が
搭
載
さ
れ
た
、
例
え
ば
メ

ガ
ネ
や
腕
時
計
と
い
っ
た
ウ
ェ
ア

ラ
ブ
ル
端
末
か
ら
、
身
体
に
装
着

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
そ
し
て
自
動
車

ま
で
、
ペ
リ
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー
ス

(

身
体
空
間)

を
脳
が
身
体
の
機
能

と
し
て
認
識
す
る
、
そ
の
よ
う
な

世
界
が
出
現
す
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
『ひ
と
が
行

っ
た
こ
と
か
、
Ａ
Ｉ
が
判
断
し
た
こ

と
か
、
責
任
は
ど
こ
に
所
在
す
る

の
か
』段
階
に
合
わ
せ
て
ル
ー
ル
を

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
？ 

し
た
こ
と
か
、
責
任
は
ど
こ
に
所

在
す
る
の
か
』
段
階
に
合
わ
せ
て

ル
ー
ル
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

ま
た
、
ご
存
じ
の
通
り
、
ヒ
ト
ゲ
ノ

ム(

全
遺
伝
情
報)

の
解
析
研
究
が

進
ん
で
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
よ
り
、
多

く
の
ひ
と
の
膨
大
な
ゲ
ノ
ム
情

報
、
環
境
要
因
、
生
活
様
式
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の

病
気
の
予
防
や
治
療
に
役
立
つ
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
自

身
の
情
報
を
知
る
こ
と
で
、
差
別

や
不
利
益
に
つ
な
が
る
懸
念
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
神
の
領
域
に

踏
み
込
む
と
も
言
わ
れ
る
遺
伝

子
の
操
作
に
は
畏
れ
も
あ
り
ま

す
。 私

は
、
法
体
系
の
基
礎
に
な
る

倫
理
性
を
皆
様
と
一
緒
に
分
か

ち
合
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。 ト

ラ
ン
プ
シ
ョ
ッ
ク
、
英
国
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
、
中
国
の
覇
権
戦
略
、
韓

国
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
…
国
際
社
会
が

混
沌
と
す
る
と
き
た
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
日
本
の
進
路
を
堅
実
に

培
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

中山  展
の り

 宏
ひ ろ

 プロフィール 
 

昭和43年 兵庫県生まれ 

早稲田大学大学院中退。 
 
証券会社にて金融市場分析、国債・金融デリバティブのディーラー

を経て、代議士秘書。 

平成21年、公募にて衆議院選挙出馬。 

平成24年、衆議院初当選。 

平成26年、衆議院２期目当選。 

衆議院内閣委員、財務金融委員、 

科学技術イノベーション特別委員。 
 
自民党財政･金融･証券関係団体副委員長、金融調査会事務局次

長、国際局次長。 
 
【主な活動】 

社会保障制度議員連盟、国民医療を守る議員の会、国民歯科問題

議連、地域包括ケア･介護推進議連、統合医療推進議連、栄養士

議連、幼児教育議連、全国保育関係議連、児童養護議連、障がい

者スポーツ･パラリンピック推進議連、拉致救出議連、都市農業研

究会、ＦＣＶ(燃料電池車)を中心とした水素社会実現を促進する議

連、国際観光産業振興議連、自動車議連、自動車整備議連、建築

設計議連、賃貸住宅対策議連、和の住まい議連、和紙議連、マイ

ナンバー利活用促進議連、インターネットメディア利活用推進議

連、保険制度改善推進議連、証券市場育成等議連、商品先物取引

推進議連、どうぶつ愛護議連等にて活動。 
 
家族は妻と愛犬。趣味はテニス、料理。 

 

 

 

 
 

衆議院委員会で質疑する 中山のりひろ 
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が
人
間
の
知
能
・
知

性
を
超
え
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ａ
Ｉ
が
搭
載
さ
れ

た
、
例
え
ば
メ
ガ
ネ

や
腕
時
計
と
い
っ
た

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末

か
ら
、
身
体
に
装
着

す
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
そ
し

て
自
動
車
ま
で
、
ペ

リ
パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
ペ
ー

ス(

身
体
空
間)

を
脳

が
身
体
の
機
能
と
し

て
認
識
す
る
、
そ
の

よ
う
な
世
界
が
出
現

す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は

『 

ひ
と
が
行
っ
た
こ

と
か
、
Ａ
Ｉ
が
判
断

し
た
こ
と
か
、
責
任

は
ど
こ
に
所
在
す
る

の
か
』
段
階
に
合
わ

せ
て
ル
ー
ル
を
つ
く

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 
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中山のりひろ 
全力で展開中。  

 

  

 

 
 

 
 

 
自民党国際局次長として訪韓、韓国政府
要人と意見交換。 
(写真上)韓国統一省次官と安全保障、北
朝鮮問題について会談後。 
(写真下)韓国国会にて副議長へ、元慰安
婦を支援する「和解･癒し財団」発足の日、
未来を志向し不可逆的な両国関係を確認
する。 

出張  『国政座談会』  開催中です！ 

いまの国会をお伝えします。 
皆様のご意見、国政へ感じることもぜひお聞かせ 
ください。 

 
 

 

 

 

先進的なフィンテック(情報通信技術を駆使した
金融サービス)企業を訪問。 
新潮流に応じた規制改革、個人情報保護につい
て議論。 
 

地元の皆様と様々な場面で 

ご一緒させて頂き、 

心から感謝申し上げます。 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

衆議院内閣委員会にて。働き方改革について加藤勝信
大臣へ質疑。機能的に働くことができる環境、多様な生
活様式が包摂される社会へ。 

 
 

 
山梨県にあるリニア中央新幹線の実験線を視察。 
未来への投資「東京から名古屋まで 40 分、大阪
まで 67 分」による、ひとの流れ、経済効果、沿線
の環境について、きめ細かく対応していきたいと思
います。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 

 

通勤時間がかからない、育児や介護と両立しやすい、障
がい者の方も働きやすい「テレワーク」を推進する企業に
ご参加頂き、シンポジウムを催しました。 

○ 国会見学 に来ませんか！ 
少人数でも、お一人でも！ 
お子様もご一緒に。お気軽に。 

* ご希望の日時を 

ご連絡いただければ幸いです。 

【中山のりひろ後援会】 ご入会のお願い 

国会、地元での活動がもっと身近に親しく。 

入会金、年会費はかかりません。  

【自民党 党員】 大募集 

自民党総裁の選挙権を有するほか、党活動、各種行事をご案内させて 

いただきます。党費は年額4,000円（ご家族の方は2,000円）です。 

自由民主党 神奈川県第九選挙区支部 【川崎市多摩区・麻生区】 

衆議院議員 中 山 のりひろ 事務所 

〒214-0014 川崎市多摩区登戸２６６３ 東洋ビル５Ｆ (向ヶ丘遊園駅そば) 

TEL ０４４(３２２)８６００   FAX ０４４(３２２)８６０１ 
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